
12

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

内
２
７
４
４

　

５
月
12
日
㈪
か
ら
集
団
検
診
が

始
ま
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
現
在
、
市
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
被
保

険
者
（
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
）
の

方
に
は
特
定
健
診
の
受
診
券
等
を

送
付
し
ま
し
た
の
で
、
実
施
期
間

内
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
医
療
機
関
で
の
個
別

検
診
申
込
受
付
は
、
６
月
20
日
㈮

以
降
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
受
診
券
に
無
料
ク
ー
ポ

ン
が
印
字
さ
れ
て
い
る
方
は
、
今

年
度
の
受
診
負
担
金
が
無
料
と
な

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

４
月
２
日
以
降
に
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
た
被
保
険
者
（
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
）
の
方
で
、
健

診
を
希
望
す
る
場
合
は
、
受
診
券

を
交
付
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　

内
２
１

７
３
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募
集

　

県
で
は
、
地
域
活
性
化
に
取
り

組
む
団
体
・
集
落
な
ど
が
行
う
地

域
産
業
の
振
興
や
広
域
観
光
・
文

化
の
振
興
な
ど
、
地
域
を
元
気
に

す
る
様
々
な
取
り
組
み
に
対
し
て
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
今

回
、「
復
興
に
資
す
る
事
業
」
を
最

優
先
に
２
次
募
集
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

申
し
込
み
に
は
、
指
定
さ
れ
た

書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。
詳
し

特
定
疾
患
見
舞
金

高
齢
者
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館

市職員採用試験
《平成27年度採用（平成27年４月１日以降）》
【①大学卒程度　前期試験】
●職種・採用予定人員
　行政事務　８人程度、土木　２人程度、建築　２人程
　度
●資格　昭和55年４月２日から平成５年４月１日までに生
　　　　まれた方（学歴不問）
●第一次試験日　６月22日㈰
●申込受付期間　５月９日㈮～30日㈮　※申込用紙は５
　　　　　　　　月１日㈭から配付します。
【②大学卒程度　後期試験】
●職種・採用予定人員
　行政事務　若干名
●資格　前期試験と同じ
●第一次試験日　８月24日㈰
●申込受付期間　７月４日㈮～25日㈮　※申込用紙は６
　　　　　　　　月27日㈮から配付します。
【③民間企業等職務経験者】
●職種・採用予定人員
　行政事務　２人程度
●資格　昭和50年４月２日以降に生まれた方で、平成26
　　　　年３月末日現在において民間企業等における職務
　　　　経験を５年以上有する方（学歴不問）
●第一次試験日・申込受付期間　
　①大卒程度（前期試験）と同じ
●注意事項
※民間企業等における職務経験には、会社員、公務員、
団体職員、自営業者、パートタイマー等として、週30
時間以上の勤務を１年以上継続して就業していた期間
が該当します。

※職務経験が複数ある場合は通算することができます。
　ただし、同一期間内に複数の職務に従事していた場合
　は、いずれか一つの職歴に限ります。
【④身体障がい者対象】
●職種・採用予定人員
　行政事務　1人程度

●資格　昭和55年４月２日から平成９年４月１日までに生
まれた方で、身体障害者福祉法第15条に規定する
身体障害者手帳の交付を受けており、自力の通勤
および介助なしの職務遂行が可能で、活字印刷の
出題および独力で口述試験に対応できる方（学歴
不問）

●第一次試験日・申込受付期間　
　①大卒程度（前期試験）と同じ
【⑤高校卒程度】
●職種・採用予定人員
　行政事務　２人程度 
●資格　平成５年４月２日から平成９年４月１日までに
　　　　生まれた方（学歴不問）
●第一次試験日　９月21日㈰
●申込受付期間　８月１日㈮～22日㈮　※申込用紙は７
　　　　　　　　月28日㈪から配付します。
【⑥資格免許職】
●職種・採用予定人員
　幼稚園教諭および保育士　５人程度
●資格
　＜幼稚園教諭および保育士＞
　　昭和60年４月２日以降に生まれた方で、幼稚園教諭
　　免許および保育士資格を有する方または平成27年３
　　月末日までに同免許および資格を取得する見込みの方
　 （学歴不問）
●第一次試験日・申込受付期間
　⑤高校卒程度と同じ
【その他】
　※複数の試験を申し込むことはできません。
　※受験案内および申込用紙は、本庁舎総務課、各庁舎地
　　域振興課で配付します（試験方法など詳細は受験案内
　　をご覧ください）。
　※郵送での申し込みは、当日消印有効です。
　※第二次試験は、第一次試験の合格者を対象に実施しま
　　す（日時および場所は別途通知します）。
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地
域
づ
く
り
総
合
支
援

事
業
（
サ
ポ
ー
ト
事
業
）

案
内

水
防
月
間

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

（
特
定
健
診
）

子
育
て
世
代
集
合
住
宅

家
賃
補
助
制
度

「
白
河
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
」
区
域
内
の
民
間
賃
貸
住

宅
に
、
こ
れ
か
ら
お
住
ま
い
の
子

育
て
世
代
の
方
に
対
し
、
家
賃
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者　

４
月
１
日
以
降
、
対

象
区
域
内
に
市
外
か
ら
転
入
し
た

方
で
、
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
40
歳

以
下
で
あ
る
か
、
ま
た
は
満
18
歳

未
満
の
扶
養
親
族
と
同
居
す
る
世

帯●
対
象
住
宅　

対
象
区
域
内
の
民

間
賃
貸
住
宅
（
市
営
住
宅
な
ど
の

公
的
賃
貸
住
宅
や
社
宅
・
寮
な
ど

の
給
与
住
宅
、
２
親
等
以
内
の
親

族
が
所
有
し
て
い
る
住
宅
は
除
く
）

●
交
付
額　

実
質
家
賃
負
担
額
か

ら
勤
務
先
の
住
宅
手
当
を
引
い
た

額
の
４
分
の
１
（
た
だ
し
、
月
額

上
限
は
１
３
、
０
０
０
円
）

●
補
助
期
間　

３
年
間
（
36
か
月

分
）

　

申
し
込
み
に
は
、
指
定
さ
れ
た

書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。
制
度

の
詳
細
や
指
定
書
類
は
市
ホ
ー
ム

福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
募
集
は
予
算
が
な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

問
県
南
地
方
振
興
局
地
域
づ
く
り

・
商
工
労
政
課
☎
㉓
１
５
４
６

　

こ
の
講
座
は
、
高
齢
者
サ
ロ
ン

「
あ
っ
た
か
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営

に
参
加
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い

る
方
の
講
座
で
す
。
受
講
し
て
、

運
営
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

あ
っ
た
か
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
の
介
護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く

り
を
目
的
に
、
市
内
15
か
所
の
集

会
所
等
で
月
に
１
、２
回
開
催
し

て
い
ま
す
。

●
日
時　

①
６
月
18
日
㈬
／
午
後

１
時
30
分
か
ら　

②
７
月
4
日
㈮

／
午
前
10
時
か
ら　

③
７
月
24
日

㈭
／
午
後
１
時
30
分
か
ら　

④
８

月
７
日
㈭
／
午
後
１
時
30
分
か
ら

※
各
回
90
分
程
度

●
会
場　

中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

●
対
象　

す
べ
て
の
講
座
を
受
講

で
き
る
市
内
在
住
の
方
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
方

●
申
込
期
限

５
月
30
日
㈮
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７
２
３

　

４
月
１
日
現
在
、
市
内
に
お
住

ま
い
の
特
定
疾
患
患
者
と
慢
性
透

析
療
法
を
受
け
て
い
る
方
に
、
年

額
３
万
円
の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
申
請
は
５
月
12
日
㈪
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。

●

必
要
な
も
の　

印
鑑
、
特
定
疾

患
医
療
等
の
受
給
者
証
、
本
人
ま

た
は
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７

１
４
／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　

表

郷
☎
32
２
１
１
４　

大
信
☎
46
２

１
１
４　

東
☎
34
２
１
１
６

　

５
月
は
水
防
月
間
で
す
。
水
害

か
ら
大
切
な
生
命
や
財
産
を
守
る

た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
水
害
に
対
し

関
心
を
持
ち
、
水
害
対
策
へ
の
準

備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
本
庁
舎
道
路
河
川
課　

内
２
２

７
４

　

５
月
は
「
福
島
さ
わ
や
か
行
政

相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
が

初
心
者
茶
道
教
室

委
嘱
す
る
も
の
で
、
行
政
機
関
や

特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●

行
政
相
談
委
員

▽
内う

ち
だ田
宜よ

し
え枝
（
郭
内
151
）
☎
㉓
３

５
１
８　

▽
中な

か
む
ら村
周し

ゅ
う
じ
ょ
う
常
（
本
町
26
）

☎
㉓
４
３
５
７　

▽
鈴す

ず
き木
博ひ

ろ
ゆ
き之

（
表
郷
番
沢
字
樋
ノ
口
62

１
）

☎
32
３
１
５
７　

▽
内な

い
と
う藤
直じ

き
ほ
う方

（
大
信
下
小
屋
字
西
宿
225
）
☎
46

２
５
４
７　

▽
水み

ず

の

や

野
谷
正ま

さ
あ
き明
（
東

栃
本
字
市
倉
22
）
☎
34
３
２
３
5

問
本
庁
舎
総
務
課　
内
２
３
１
３

／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　

表
郷
☎

32
２
１
１
１　

大
信
☎
46
２
１
１

１　

東
☎
34
２
１
１
１

　

お
茶
と
お
菓
子
の
い
た
だ
き
方

な
ど
、
一
連
の
作
法
を
体
験
し
ま

せ
ん
か
。

●
日
時　

６
月
15
日
㈰
・
22
日
㈰

／
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

●
会
場　

南
湖
公
園
「
翠
楽
苑
」

●
受
講
料　

▽
２
回
分　

２
、
１

０
０
円
（
入
園
料
等
も
含
む
）

●
定
員　

10
人　

※
先
着
順

●
申
込
方
法　

５
月
19
日
㈪
か
ら

受
付
開
始
（
電
話
申
込
可
）

問
翠
楽
苑
☎
㉓
６
８
８
８



34

３
４
０
４

《
フ
ォ
ア
ロ
ー
ゼ
ス
》

●
日
時　

５
月
18
日
㈰
／
午
後
４

時
〜
５
時

●
会
場　

え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
郭
内
）

●
入
場
料　

無
料

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　

遠え
ん
ど
う藤
☎
０
９
０

１
４

９
６

７
６
１
０

問
㈶
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４
２
７

●
日
時　

５
月
30
日
㈮
／
午
後
１

時
30
分
〜
５
時
、
31
日
㈯
／
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
、
６
月
１
日
㈰

／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
会
場　

表
郷
多
目
的
研
修
セ
ン

タ
ー
（
表
郷
番
沢
）

●
内
容　

戦
争
に
関
す
る
資
料
の

展
示
お
よ
び
戦
争
体
験
の
語
り

（
５
月
31
日
、
６
月
１
日
／
午
後

１
時
30
分
か
ら
）

問
同
展
実
行
委
員
会　

緑み
ど
り
か
わ川
☎
32

　

原
発
災
害
情
報
セ
ン
タ
ー
を
任

意
団
体
と
し
て
設
立
す
る
た
め
の

総
会
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
時　

５
月
18
日
㈰
／
午
後
１

時
30
分
か
ら

●

会
場　

原
発
災
害
情
報
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル
（
白
坂
）

●

内
容　

設
立
総
会
、
鎌か

ま
な
か仲
ひ
と

み
監
督
講
演
会
、
同
監
督
作
品
上

映
会
、
茶
話
会

●

参
加
料　

無
料

※
原
発
災
害
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
の

入
会
の
有
無
に
関
係
な
く
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
平
和
博
物

館
（
仮
設
窓
口
）
☎
㉘
２
１
０
８

●

日
時　

5
月
28
日
㈬
／
午
後
6

時
30
分
か
ら

●

会
場　

市
立
図
書
館
地
域
交
流

会
議
室
（
道
場
小
路
）

●

内
容　
▽
講
演　

歴
史
的
視
座

か
ら
み
る
福
島
の
未
来　
▽
講
師

福
島
テ
レ
ビ
㈱
代
表
取
締
役
社
長

糠ぬ
か
ざ
わ
し
ゅ
う
い
ち

澤
修
一
氏

●

入
場
料　

5
０
０
円
（
一
般
可
）
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ま
ち
か
ど
伝
言
板

23

立
教
志
塾
講
演
会

第
８
回
表
郷
戦
争
回
顧
展

市
民
天
体
観
望
会

第
15
回
中
村
流
抜
刀
道
・
戊
辰

の
役
戦
没
者
慰
霊
祭
奉
納
演
武

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ダ
ル
ラ
イ
ザ
ー

メ
ン
バ
ー
募
集

「
原
発
災
害
情
報
セ
ン

タ
ー
」
設
立
総
会

　

５
月
は
、
空
気
が
乾
燥
し
山
火

事
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

山
に
入
る
場
合
は
、
山
火
事
か

ら
大
切
な
森
林
を
守
る
た
め
、
火

の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
農
林
整
備
課　

内
２
２

２
６

　

こ
れ
ま
で
白
河
商
工
会
議
所
青

年
部
が
主
体
と
な
り
運
営
し
て
き

た
ダ
ル
ラ
イ
ザ
ー
が
、
活
動
の
幅

を
広
げ
る
た
め
、
組
織
と
し
て
独

立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
緒
に
活

動
し
て
い
た
だ
け
る
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

●

内
容　

ア
ク
タ
ー
、
ス
タ
ッ
フ

（
ア
テ
ン
ド
や
販
売
な
ど
）

※
ど
ち
ら
も
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

問
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ダ
ル
ラ
イ
ザ
ー

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

白河の魅力を伝えるCMシナリオ
を募集します!!
市の魅力を楽しく伝える30秒のＣＭシナリオを募集しま
す。
●募集期間　５月15日㈭～６月16日㈪
●募集内容　白河の魅力を楽しく、そして分かりやすく
　　　　　　表現した未発表の絵コンテおよびシナリオ
●応募資格　市内に在住または通学・通勤していてＣＭ
　　　　　　作成に協力できる方
●応募方法　応募用紙に必要事項を記入し、本庁舎秘書
　　　　　　広報課に持参またはＥメール・郵送などで
　　　　　　ご応募ください。
※応募用紙は市ホームページでダウンロードできるほか、
　本庁舎１階受付および各庁舎地域振興課にあります。
●受賞商品　▷最優秀賞（１人）
　　　　　　　50,000円および副賞
　　　　　　▷優秀賞（２人）
　　　　　　　10,000円および副賞
●そ の 他  採用作品に関する一切の権利は本市に帰属
　　　　　　し、応募作品の返却はしません。
※詳しくはお問い合わせください。
問本庁舎秘書広報課　内2373

☎
０
７
０

５
４
７
３

２
６
９

５
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.

dharuriser.com/booking/

　

望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
月
面
の
ク

レ
ー
タ
ー
や
土
星
の
輪
、
春
の
星

座
を
観
察
し
ま
す
。

●

日
時　

5
月
10
日
㈯
／
午
後
7

時
〜
8
時
30
分
、
６
月
７
日
㈯
／

午
後
7
時
30
分
〜
９
時　

※
曇
り
や
雨
の
場
合
は
中
止
し
ま

す
。
天
気
が
は
っ
き
り
し
な
い
場

合
は
、
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●

会
場　
Ｊ
Ｒ
白
河
駅
前
駐
車
場

（
駅
交
番
西
側
）

●

参
加
料　

無
料

問
白
河
天
文
同
好
会　

小お
ぐ
ら椋
☎
㉓

３
６
９
６

●

日
時　

５
月
18
日
㈰
／
午
後
１

時
か
ら　

※
小
雨
決
行

●

会
場　

白
河
小
峰
城
芝
生
広
場

●

内
容　

神
事
、
中
村
流
・
戸
山

流
・
山
之
井
流
、
試
斬

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

中
村
流
抜
刀
道
新
誠
会　

美み

の野
☎

ＦＡＸ
０
２
４

９
５
２

５
１
６
１

お
願
い

山
火
事
防
止
運
動   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
枯
れ
る
花
に
も
水
を
』

市
長
の

手
控
え
帖

　

大
平
は
自
ら
を
讃さ

ぬ

き岐
の
貧
農
の
子
と
称
し
た
。

朝
早
く
、
田
ま
わ
り
し
て
か
ら
学
校
へ
行
っ
た
。

社
会
に
出
て
か
ら
、
発
起
し
て
大
学
へ
。
苦
学
の

末
に
大
蔵
省
へ
進
ん
だ
。
と
は
い
え
秀
才
の
集

ま
り
。
ピ
カ
ピ
カ
光
る
存
在
で
は
な
く
、
主
に
税

務
畑
を
こ
つ
こ
つ
と
歩
い
た
。

　

人
の
縁
と
運
と
は
不
思
議
な
も
の
。
池い

け

だ田

勇は

や

と人
と
の
出
会
い
が
運
命
を
変
え
た
。
池
田
の

部
下
に
な
る
が
、
こ
の
上
司
、
口
は
悪
い
し
大
酒

飲
み
。
大
病
し
た
こ
と
も
あ
り
、
主
流
か
ら
は
遠

い
場
所
に
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
の
公
職
追
放

で
上
層
部
が
一
掃
さ
れ
、
事
務
次
官
に
押
し
上
げ

ら
れ
た
。
さ
ら
に
剛
直
さ
が
吉
田
首
相
の
目
に

と
ま
り
政
界
へ
転
ず
る
。
大
蔵
大
臣
に
命
ぜ
ら

れ
る
と
、
懐

ふ
と
こ
ろ
が
た
な
刀
の
秘
書
官
に
大
平
を
指
名
。
ほ
ど

な
く
政
治
の
舞
台
に
あ
が
る
。

　

保
守
本
流
の
池
田
は
総
理
に
な
る
。「
所
得
倍

増
」
で
夢
を
与
え
、「
寛
容
と
忍
耐
」
で
安
保
闘

争
の
亀
裂
を
埋
め
、
輝
け
る
日
本
を
演
出
し
た
。

振
付
し
た
の
は
大
平
ら
側
近
た
ち
。
大
平
は
言

う
。「
あ
な
た
は
総
理
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
は
ず
。
な
ら
ば
、
朝
に
組
閣
し
、
夕
べ
に
倒
れ

て
も
文
句
は
な
い
で
す
ね
」。
池
田
は
直
言
し
て

く
れ
る
大
平
に
深
い
信
頼
を
寄
せ
、
大
平
は
死
に

も
の
狂
い
で
池
田
を
支
え
た
。

　

名
参
謀
が
首
相
の
座
に
就
く
。
政
策
の
柱
は

財
政
、
外
交
、
地
方
。
赤
字
国
債
を
控
え
、
財

政
安
定
を
図
る
た
め
消
費
税
を
提
唱
。「
賢
い
人
」

は
口
に
し
な
い
増
税
を
、
火
だ
る
ま
覚
悟
で
訴
え

た
。
い
ず
れ
来
る
現
実
を
見
つ
め
て
い
た
。

　

大
平
外
交
の
評
価
は
高
い
。
隣
人
中
国
・
韓

国
と
の
改
善
に
配
慮
し
、
特
に
鄧と

う
し
ょ
う
へ
い

小
平
と
交
流
を

深
め
た
。
鄧
は
経
済
成
長
政
策
を
大
平
に
学
び
、

改
革
開
放
の
参
考
に
し
た
。
一
方
日
米
同
盟
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
連
携
を

呼
び
か
け
た
。
日
本
の
安
全
保
障
を
複
眼
的
に

と
ら
え
た
。

　

見
た
く
な
い
も
の
を
見
せ
ら
れ
る
と
後
味
が

悪
い
。
市
民
の
審
判
を
仰
げ
ば
何
で
も
で
き
る

と
、
大
義
の
な
い
選
挙
に
持
ち
込
み
、
極
め
て
低

い
投
票
率
に
も
民
意
を
得
た
と
強
弁
す
る
。
誰

も
が
選
挙
用
と
思
っ
て
い
る
の
に
、
個
人
の
借
り

入
れ
と
言
い
繕
う
。
優
れ
た
資
質
と
実
行
力
が

支
持
さ
れ
た
人
た
ち
ば
か
り
。
惜
し
ま
れ
る
の

は
、
何
よ
り
大
事
な
信
義
や
信
頼
が
欠
け
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
こ
と
だ
。

　

大
平
正
芳
と
い
う
政
治
家
を
思
い
起
こ
す
。

野
党
の
不
信
任
案
に
自
民
党
反
主
流
派
が
賛
成

し
、
可
決
さ
れ
る
異
常
な
事
が
起
き
た
。
大
平
総

理
は
解
散
を
選
択
。
史
上
初
め
て
の
衆
参
同
時

選
挙
の
さ
な
か
死
去
し
た
。
１
９
８
０
年
６
月

の
こ
と
。
慎
み
深
い
総
理
が
、
鬼
気
迫
る
形
相

で
演
説
し
て
い
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
細

い
目
、
額
の
深
い
し
わ
、
四
角
い
顔
。
己
を
抑
え
、

道
を
求
め
る
宗
教
家
や
哲
学
者
の
風
貌
。
敬
け

ん
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
読
書
家
。
恥
じ
ら
い
や

は
に
か
み
を
持
つ
含が

ん
し
ゅ
う羞
の
人
だ
っ
た
。

　

「
目
立
た
ぬ
よ
う
に　

は
し
ゃ
が
ぬ
よ
う
に

似
合
わ
ぬ
こ
と
は
無
理
を
せ
ず
…
」
河
島
英
五

の
歌
う
男
の
世
界
に
ぴ
っ
た
り
。
演
説
や
答
弁

で
「
あ
ー
、
う
ー
」
と
前
置
き
す
る
こ
と
か

ら
、「
ア
ー
ウ
ー
」
宰
相
と
揶や

ゆ揄
さ
れ
た
。
だ
が

内
容
は
論
理
的
で
含が

ん
ち
く蓄
が
あ
っ
た
。
大
平
は
頭

の
回
転
が
速
く
指
折
り
の
知
性
派
だ
っ
た
。
た

だ
為
政
者
の
言
葉
の
重
さ
を
わ
き
ま
え
て
い
た
。

言
葉
に
責
任
を
持
ち
、
よ
り
適
切
に
表
現
し
よ
う

と
す
る
か
ら
「
ア
ー
ウ
ー
」
と
な
っ
た
。

　

大
平
は
慈
愛
の
目
で
故
郷
を
見
る
。
物
質
的

繁
栄
を
追
い
、
す
べ
て
が
東
京
へ
吸
い
寄
せ
ら
れ

る
姿
を
危
ぐ
し
た
。
田
園
の
活
力
が
国
の
安
定

に
欠
か
せ
な
い
と
し
「
地
方
の
時
代
」
を
唱
え
た
。

自
立
し
た
経
済
、
支
え
あ
う
家
族
、
文
化
の
香
り

は
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

大
平
の
盟
友
が
伊
東
正
義
。
旧
満
州
で
共
に

仕
事
を
し
肝か

ん
た
ん胆
相
照
ら
す
仲
と
な
り
、「
俺
の
趣

味
は
大
平
」
と
言
っ
た
。
伊
東
は
会
津
の
人
で
、

会
津
・
県
南
を
地
盤
と
し
た
。
も
と
は
農
林
省

の
役
人
で
次
官
ま
で
昇
っ
た
。
腰
に
手
ぬ
ぐ
い

を
ぶ
ら
さ
げ
、
筋
が
通
ら
な
け
れ
ば
大
臣
に
も

も
の
申
し
た
硬こ

う
こ
つ
か
ん

骨
漢
。
あ
る
作
家
が
、「
田
舎
の

中
学
校
の
校
長
先
生
の
よ
う
な
顔
」
と
評
し
た
。

実
直
、
清せ

い
れ
ん廉
、
頑
固
さ
で
生
涯
を
貫
い
た
姿
勢
を

表
現
し
た
ほ
め
言
葉
。
そ
の
人
格
へ
の
信
頼
は

群
を
抜
い
て
い
た
。

　

大
平
内
閣
が
誕
生
し
、
外
務
大
臣
・
官
房
長
官

と
し
て
屋
台
骨
を
支
え
る
。
党
内
抗
争
の
中
、
無

念
に
も
大
平
は
力
尽
き
た
。
伊
東
は
首
相
臨
時

代
理
に
な
る
。
周
囲
は
首
相
室
に
移
る
よ
う
勧

め
る
が
入
ら
な
い
。
閣
議
で
も
首
相
席
に
座
ら

な
か
っ
た
。
そ
の
名
を
強
く
印
象
付
け
た
出
来

事
が
あ
る
。
平
成
元
年
、
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
で
激

震
が
走
る
。
竹
下
総
理
は
辞
任
し
有
力
者
は
謹

慎
状
態
。
視
線
は
お
金
に
き
れ
い
な
伊
東
に
注

が
れ
た
。
し
か
し
「
本
の
表
紙
を
変
え
て
も
中
身

を
変
え
な
け
れ
ば
駄
目
」
と
固
辞
。
誰
も
が
憧

れ
る
総
理
の
椅
子
を
未
練
な
く
蹴
っ
た
。

　

大
平
正
芳
と
伊
東
正
義
は
似
て
い
る
。
土
の

臭
い
が
し
農
魂
の
気
質
を
感
じ
る
。
激
せ
ず
、
臆

せ
ず
、
お
も
ね
ら
ず
。「
低
く
暮
ら
し
高
く
思
う
」

を
実
践
し
た
。
政
治
の
荒
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
、

国
家
に
身
を
さ
さ
げ
、「
明
日
枯
れ
る
花
に
も
水

を
や
る
」
心
根
の
優
し
い
人
だ
っ
た
。
あ
の
顔

が
な
つ
か
し
い
。


